
■ 内部評価結果

１．総合計画（後期基本計画）

２．めざす目標

文化芸術のさかんなまちをめざします 文化芸術イベント数 57件 H16 47件 Ｈ20 48件 H22 100件

３．評価結果一覧
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平成２３年度　施策評価

文化芸術活動の振興
企画総務部

所管部局

企画政策課 207         

「京丹後文化のまちづくり実行委員会」への補助金交付による活動支援

文化のまちづくり推進事業

文化芸術活動の振興

総合計画策定時

（H17）

後期基本計画策定時

年度

（施策） ⑥Ⅴ パートナーシップ都市 計画項目（政策）

（一般財源）

H22決算額

（何を対象に、ど
のような状態にし
たいのか）

事業内容（実績）

事務事業

予算額（単位：千円）

指標名
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説明数値
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事務事業評価
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財政
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年度

基本方針

施策目的
１．市民の文化、芸術活動に対する関心が高まっており、文化芸術活動の支援、文化芸術鑑賞機会の充実など総合的な文化芸術活動の振興を図っていき、文化の薫りの高いま
ちづくりを推進する。

年度（H20） （現状） （H26）

目標平成22年度実績値
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団体
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他

サー
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33,271     31,920     

(31,320)
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国民文化祭・京都2011における本市事業の検討・準備（実行委員会への負担金支出）

芸術文化事業 社会教育課

国民文化祭開催準備経費 企画政策課 終了・
廃止

サー
ビス

団体 直・委・負 3

小・中学校で体験交流演奏会を実施、文化活動団体へ補助（3団体）、短歌講座の実施

個性魅力
終了・
廃止

A
7,000       -            

なし 他
-

- 1 -



01

Ⅴ ⑥

① ②

○京丹後文化のまちづくり推進事業補助金 207千円

【京丹後文化のまちづくり実行委員会の活動】

・委員研修会開催

当日参加者：11人

・第２回市民でつくる第九コンサート事業

コンサートの開催に当たって、市民スタッフがボランティアで参画した。

合唱団には、市民のみならず市外からも多くの参加があった。

来場者数：約800人

・「文化」のデータベース化

・その他会議

運営委員会、実行委員会など会議を開催（計11回）

03文化のまちづくり推進事業予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01総務管理費

パートナーシップ都市

07企画費

事 業 所 管 課

02総務費

207千円

目
的

評
価
・
課
題
等

文化のまちづくり推進事業

企画総務部／企画政策課

0千円 100.0 %

講師に大学教授を迎え、市民主体の文化芸術活動を通じた地域振興について
研修を行った。

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

地域の民俗芸能（網野町網野の神楽、網野町島津の太刀振り、丹後町竹野の
テンキテンキ）の映像音声データを記録した。

最 終 予 算 額

文化芸術活動の振興

執 行 率(②－①)

　行政と市民との協働により、市民参加型の文化芸術鑑賞機会の提供や地域の伝統的な文化
の保存に関する事業など、多様な文化振興事業を実施することができ、市民の文化芸術活動
への関心を一定高めることができた。
　今後、実行委員会では、より自主的な運営方針により活動を進めていくこととしている
が、引き続き事業実施に係る自主財源確保を含む今後の運営方法を検討する必要がある。

　文化芸術活動の振興を通じて地域の交流を深め、文化の薫り高い「京丹後」のまちづくり
を推進し地域の魅力を高めるため、京丹後文化のまちづくり実行委員会の活動を支援する。

207千円

決算書 Ｐ.90

　文化芸術活動の振興を通じて地域の交流を深め、文化の薫り高い「京丹後」のまちづくり
に寄与することを設立目的とする「京丹後文化のまちづくり実行委員会」に対して、補助金
を交付して活動を支援した。

決 算 額

基本方針 計画項目

不 用 額
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◎第26回国民文化祭京丹後市実行委員会負担金 6,986千円

【第26回国民文化祭京丹後市実行委員会の概要】

○実行委員会（2回）及び企画委員会（12回）

○プレ事業の開催

・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「健康長寿」プレ大会（平成22年11月6日・京都府丹後文化会館）

基調講演、パネルディスカッション等の実施。（参加者：約400人）

・ｼﾙｸﾌｧｯｼｮﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ プレ大会（平成22年11月7日・丹後あじわいの郷）

着物ﾌｧｯｼｮﾝｼｮｰ及び和装体験等体験コーナーの開催

参加者：ﾌｧｯｼｮﾝｼｮｰ38人出演、体験コーナー87人　（来場者数：5,500人）

・小町ろまん「短歌大会」プレ大会（平成22年11月14日・アミティ丹後）

短歌の募集・選定、表彰・講評、歴史散策及び短歌添削教室を開催。

短歌投稿数1,291首、式典参加者150人、歴史散策26人、添削教室17人

○小町ろまん「短歌大会」の募集準備

・募集要項（45,000部）、募集ポスター（1,000部）等の作成

◎その他経費

・歴史散策に伴うバス運転委託料 14千円

決算書

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

諸収入 国民文化祭市町村運営助成交付金（10/10）

07企画費

Ｐ.92

7,001千円

決 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01総務管理費

不 用 額

12国民文化祭開催事業

　国民文化祭・京都2011の開催に当たり、国民文化祭京丹後市実行委員会において事業の企
画・準備等を進めるとともに、プレ事業を実施する。

基本方針 計画項目

7,000千円

最 終 予 算 額

文化芸術活動の振興

執 行 率(②－①)

パートナーシップ都市

　平成23年に京都府で開催される国民文化祭・京都2011において、京丹後市で小町ろまん
「短歌大会」、シルクファッションフェスティバル、シンポジウム「健康長寿」を開催する
に当たり、実行委員会及び事業別企画委員会において検討・準備を実施するとともにプレ事
業を実施した国民文化祭京丹後市実行委員会への負担金の支出を行った。

事 業 所 管 課

02総務費

7,000千円

目
的

評
価
・
課
題
等

国民文化祭開催準備経費

企画総務部／企画政策課

1千円 99.9 %

　平成23年度に開催する国民文化祭・京都2011の開催に向け、各企画委員会でプレ事業を開催
するとともに、各会場等での広報活動により、国民文化祭の周知や機運醸成が図られた。
　また、平成23年度当初から短歌の募集を開始する必要がある小町ろまん「短歌大会」に関して
は、事務に停滞が生じないように準備が進められた。
　国民文化祭・京都2011に向け、更なる企画の検討や機運の醸成が必要となる。
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○短歌講座事業（6地域対象：5回、指導者養成講座1回） 191千円

（峰山・大宮）3月1日～3月29日 計5回　【参加者】実人数23人（延75人）

（網野）2月23日～3月23日 計5回　【参加者】実人数26人（延95人）

（丹後）7月27日～8月24日 計5回　【参加者】実人数  5人（延23人）

（弥栄）7月23日～8月27日 計5回　【参加者】実人数  7人（延34人）

（久美浜）8月29日～11月21日 計5回　【参加者】実人数15人（延46人）

（短歌指導者養成講座）　2月24日　1回

○公共ホール音楽活性化アウトリーチ・フォーラム事業 506千円

田村小学校　10月13日 【参加者】生徒42人、教員10人

弥栄中学校吹奏選択音楽　10月13日 【参加者】生徒17人、教員3人

佐濃小学校　10月14日 【参加者】生徒45人、教員6人

大宮中学校ブラスバンド部　10月14日 【参加者】生徒40人、教員2人

網野南小学校　10月15日 【参加者】生徒30人、教員3人

橘小学校　10月15日 【参加者】生徒38人、教員5人

○（財）京都府丹後文化事業団運営費補助金     27,693千円

○京丹後市文化協会活動費補助金 3,569千円

○丹後文化芸術祭実行委員会補助金 1,312千円

・文化芸術活動の充実、推進を図るため文化活動団体等への支援を行うとともに、市民が優れた
芸術文化に触れる機会の提供に努めた。
・また、平成23年度国民文化祭短歌大会開催に向けて短歌の普及に努めた。

事 業 所 管 課

10教育費

33,271千円

目
的

評
価
・
課
題
等

芸術文化事業

教育委員会事務局／社会教育課

158千円33,429千円

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画 基本方針

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（丹後文化芸術祭補助金）

　子ども達が、本物の文化芸術に触れ体験できる機会を提供し、情操教育の一環とした。
　また、平成23年度に開催される「国民文化祭　短歌大会」が京丹後市で開催されるにあた
り、短歌の普及を図るため、短歌入門講座を実施した。

諸収入 公共ﾎｰﾙ音楽活性化事業負担金 50千円

諸収入

　弦楽四重奏のアーティストを招き、小・中学校の児童生徒と体験交流演奏会を実施し
た。また、丹後文化会館でのコンサートを実施。

公演入場料 136千円

612千円

99.5 %

計画項目 文化芸術活動の振興

　市民の豊かな心を育み、生きがいのある生活を送ることができるよう地域の生活文化を育
て、ゆとりと潤いのある地域づくりを推進する。

パートナーシップ都市

執 行 率(②－①)不 用 額最 終 予 算 額決 算 額

05社会教育費 11芸術文化事業

決算書 Ｐ.336

01社会教育総務費
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